
ふ
じ
わ
ら
き
ょ
う

奈
良
・藤
原
京

跡
左
京
六
条
二
坊

・
七
条
二
坊

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
一
三
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
一
月
―
四
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
黒
崎
　
直

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

近
世
の
溜
池
で
あ
る

「高
所
寺
池
」
堤
防
改
修
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ

る
。
藤
原
京
の
六
条
大
路
と
東
二
坊
坊
間
路
の
確
認
、
左
京
七
条
二
坊
西
北
坪

の
遺
構
検
出
を
目
的
と
し
た
主

調
査
区
に
加
え
、
池

の
北

・

東

。
西
堤
に
計
五
カ
所
の
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
、
合
計
二
〇
八

〇
ポ
を
発
掘
し
た
。

則

　

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
藤

士口

原
宮
期
の
六
条
大
路
と
東
二
坊

勝

坊
間
路
、
左
京
七
条
二
坊
西
北

坪
内
の
東
西
溝

。
井
戸

・
掘
立
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柱
塀

・
掘
立
柱
建
物
、
古
墳
時
代
の
溝
、
鎌
倉
時
代
の
石
組
井
戸

・
土
坑

。
溝

な
ど
で
あ
る
。
六
条
大
路
の
幅
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
側
溝
心
々
間
距
離
で
二

一
ｍ
説
と

一
六
ｍ
説
の
二
説
が
あ
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で
は

一
六

。
二
ｍ
と

い
う
数
値
を
得
て
い
る
。

木
簡
は
、　
三
二
世
紀
後
半
の
石
組
井
戸
Ｓ
Ｅ
九
三
二
人
か
ら

一
点
出
上
し
た
。

こ
の
井
戸
は
、
掘
形
上
面
で
長
径
二

・
八
ｍ
短
径
二

・
五
ｍ
で
、
検
出
面
か
ら

井
戸
底
ま
で
一
。
九

ｍ
あ
る
。
井
戸
底
か
ら
高
さ

一
・
二
ｍ
程
は
川
原
石
を
円

形
に
積
ん
だ
石
組
み
が
残
存
し
て
い
た
。
主
な
出
土
遺
物
は
、
瓦
器
な
ど
の
土

器
類
と
木
製
品

（曲
物
、
柄
約
、
独
楽
な
ど
の
未
製
口ど

で
あ
る
。　
　
　
ヽ

そ
の
ほ
か
文
字
資
料
と
し
て
、
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
六
〇
三
二
Ｂ
か

ら
、
飛
鳥
Ⅳ
の
須
恵
器
杯
Ｂ
蓋
の
裏
面
に

「大
鳥
評
」
と
箆
書
き
さ
れ
た
も
の

が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
六
〇
三
二
Ｂ
は
最
大
幅

一
・
六
ｍ
、
深
さ
は
最
も
深

い
と
こ
ろ
で
人
○
伽
あ
る
。
浅
い
部
分
で
は
下
層
に
流
水
堆
積
が
あ
り
、
多
量

の
土
器
が
出
上
し
た
。
「大
舟
評
」
土
器
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
須
恵
器
の

箆
書
文
字
に
は
生
産
地
の
地
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
こ
の
須
恵
器

は
大
鳥
評

（後
の
和
泉
国
大
鳥
郡
）
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回

の
木
簡
と
は
年
代
が
異
な
る
が
参
考
ま
で
に
記
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

側
　
。
「
　

日
回
」

名
□
□
　
　
」

卜
ω
×

（
Ｐ
Ｐ
）
×
Ｐ
Ｐ
　
Ｏ
解
∞

左
割
れ
。
側
面
に
穿
孔
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
考
課
木
簡
の
類
で
は
な

か
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇

一
』
０
一〇
〇
一

年
）同

『飛
鳥

・
藤
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
五

（一
一〇
０

一年
）

（市
　
大
樹
）

参考 「大鳥評」箆書土器




